
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 ６ 月11 日 
第８５ 号 

9条改憲反対！平和が大事と意思表示を！～
横須賀軍港見学と憲法カフェを行って 

６月７日3000 万人署名国会提出（第１次）集会
に立憲野党４党･２会派代表ズラリ！ 

「3000万人署名を集めきり、 
安倍改憲とめるよう！」とコール 

全労連青年部 

 全労連が参加する安倍９条改悪 NO!

全国市民アクションは、５月３日憲法集

会で発表した１３５０万人分の署名の一

部を、6月 7日国会に提出しました。 

 署名がギッシリ詰まった 260箱のダン

ボール箱がズラリと並んだ会場は、市民

と国会議員で満杯になりました。 

岩手、大阪、関東近県などから参加

し、野党４党（立憲民主党、共産党、自

由党、社民党）と２会派(無所属の会、沖

縄の風)の代表、法律家、オール埼玉、

全日本視覚障がい者協議会、安保関連

法に反対する学者の会、9条の会の代

表らが発言。３０００万人の署名を集めき

って、安倍政権を退陣させようという決意

にあふれました。 

 

５月２６日（土）～２７日（日）、全労連青年部はユニオンユー
スアカデミー２０１８を開催し、横須賀軍港フィールドワークと憲

法カフェを行いました。 
横須賀軍港フィールドワークは鈴木和弘さん（神奈川県平和 

委員会）がガイドを務め、「ベトナム戦争、湾岸戦争、アフガン
攻撃、イラク戦争で戦端をきったのは横須賀母港の艦船だ」、
日本はアメリカの戦争と無関係でないことを訴えました。クルー
ジングでの軍港見学で、原子力空母やイージス艦を見た青年
はその迫力に圧倒されていました。原子力空母と原発の関連
について質問すると、「原子力空母は日本の原子力規制委員
会の対象外。しかも、いつ作戦で出港し、帰港するかも一切知
らされない」と話しました。 

 

憲法カフェで、改憲反対の疑問にどう答え
るか話し合いました。 

(撮影 田中彰史氏) 
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岐阜県教組女性部  
第 1回女性部委員会（５／１２）が終わった後、２度目の DVD

上映。新しい参加者４名とともにＤＶＤを見て思いを新たにしま

した。討議する時間は十分に取れませんでしたが、全教女性部

作成「憲法のおはなし」ミニカードと、子ども全国センターが作成

した「平和がいいね」ミニリーフを増し刷りして配り、学習資料と

してその場で目を通せるようにしました。 

憲法９条の果たしてきた役割と改憲の危険性がわかりやすく

映像化されたＤＶＤもさることながら、そのポイントを見やすくコ

ンパクトにまとめたカードやリーフにも説得力があり、職場で署

名の声を上げる時の手助けになる感じがしました。「３０００万署

名を集めよう！」の方針の下、「職場で署名を回したら返ってき

た」という新出席者の発言もあり、まだ声をかけていない人に「今

からでも･･･!!」という気持ちになりました。 

 

全教女性部 

京教組女性部総会後に署名宣伝行動 

フィールドワーク終了後ホテルに移動し、千坂純さん（日本平和委員会・事務局長）を講師に学習会を

行いました。千坂さんは、「憲法への自衛隊明記は、２０１５年に成立した安保法制を前提にしている。安

保法制で自衛隊は専守防衛の制約が取り払われ、他国と戦争できる状態にある。憲法に照らせば違憲。

つまり、９条改憲で自衛隊を名実とも軍隊にすることが目的」と安倍９条改憲の危険性を指摘。 

感想交流では、「横須賀軍港のアナウンスが艦船をカッコイイ、日本を守るためにあると言っていたの

が怖い」「艦船を見ると、自衛のための装備とは思えない」「いずもは他国から見ると戦力だ」「他国から見

ると軍隊と同じ」という感想も。「安保法制で戦争の準備は整っているとは知らなかった」「憲法９条が変え

られると本当に危険」「なぜ日本はどこまでもアメリカ言いなりなのか知りたい」と意見を交わしました。 

 翌日の憲法カフェは、改憲反対に寄せられた疑問にどう答えるかを考えました。北朝鮮が攻めて来たら

どうするかという疑問に、「北朝鮮との対話を進める」「対話を進めるために外務省の職員を増やす」「ミサ

イルを打たれたら終わり」と。自衛隊はもうあるから…という疑問に、「安保法制が前提の自衛隊であること

を見落としてはいけない」と話し合いました。９条が変わっても生活に影響はないのではという意見につい

ては、「９条が変わったら予算でも軍事が優先される」「憲法に自衛隊が明記されれば、シビリアンコントロ

ールが崩れる」という意見も。最後に、憲法はアメリカ人が作ったという疑問には、「憲法を考えたのはアメ

リカ人でも、いいものはいい」「戦争の反省に基づいた結果が今の憲法」とまとまりました。 

アドバイザーの青龍美和子弁護士は、「世界は武力ではなく対話による解決を目指している。軍縮に

向けた国際的合意や核兵禁止条約はそのことを証明している。平和の先頭に立つ日本を実現するため

にも、現在の自衛隊は何を持っているのか、何をしているのか実態を知ることが大切だ」とコメント。 

閉会あいさつを行った阿部のぞみさん（全労連青年部副部長）は、「９条改憲が現実味を帯びている今

こそ、改憲反対、平和が一番と青年自ら意思表示することが大切。２日間で学び、感じたことを日頃に活

かして欲しい」と述べました。 

 

憲法カフェ 
DVD&「憲法のお話」ミニカード、「平和がいいね」ミニリーフで 

 

森友学園疑惑徹底追及！安倍内閣総辞職を求める国会終版のとりくみ 

　　　　　　日　　　　　時 　　　行　　　動　　　名 　　　  　場　          所

6月１４日（木）18：30～19：30
森友・加計学園疑惑徹底追及！
安倍内閣は総辞職を！木曜日
行動

衆議院第2議員会館前

6月１９日（火）18：30～19：30 １９日行動
衆議院第2議員会館前を
中心に

 


